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I･　嗜好 の基盤 になる要因とし ての味覚感 度が西丸，

吉川氏 の調査研究 の結果 などから類推し て，地域差 を示

すであろ うとの予想 のも とに東京 都と山梨県 の青少年 の

それについ て比較ナ る目的 で調査 研究をおこなった。 あ

わせ て年令差，性差 の有無 につい ても検討 を加 えた。

2.　調査対象は東京都及び山梨県 の小5, 中3, 高３

の男女 それjぞ れ約100 名, 合計1226 名で昭和45年６月に

実施し た。 調査方 法は西丸氏 ら の濾紙法(呈味物質 の溶

液に濾紙を浸漬し て乾燥し たものを味わ う)に準じ,呈味

物質及び濃度( ％)は， 甘味 無糖2.5,2) ， 酸味( クェ ン

酸0.5,0.4), 塩味(塩 化ナトリウム0.72,0.576), 苦 味(硫

酸キニ ーネ(0.0096,0.0077), 旨味( グル タミン酸 ソーダ

0.8,0.64) で，これに味盲物質(フェニ ールチ オ尿素0.00

8%) 及び無処理濾紙(東洋濾紙 Ｎ０.50)を加 え.  12枚一組

とし て調査用紙 と共に配布し た。 昼食 前１時 間位 の範囲

の時間帯で実施し，独 自の表現に より調査用紙に記入 さ

せ回収した(回収率100%) 。

3･　印 地域差： のべ正答率は東京66.9%, 山梨59.3%

で，味別では甘(中３男)，酸(小５男女，中 ３男女), 苦

(小５男女，中３男女，高３男), 旨(小５男女， 中３女)

は東京が，塩(中３女)は山梨が高 く,  0.1 ~5% の危険率

で有意差が みられた。味盲物質は東京中 ３女 が高 く5%

の危険率で有意であった。(ロ)年令差： のべ正 答率(%),

小5 －69.7, 中3 －67.2, 高3－54.2 であ る。膀 欧差： の

べ正答率(%), 男60.9, 女65.4 で女子が高 く個別 の味に

ついても塩味を除 き同様 の傾向 であった。


